
平
成
二
十
年

(

１
〜
12
月)

人
文
学
系
教
員
研
究
業
績

◎
森

邦
昭

●｢『

た
と
え
ば』
を
発
言
さ
せ
て
思
考
力
を
育
て

る
道
徳
授
業
の
試
み｣

『

福
岡
市
教
育
セ
ン
タ
ー

平
成
19
年
度
研
究
紀
要』

第
七
七
五
号

●｢

教
育
に
お
け
る
認
識
と
言
葉｣

『

文
藝
と
思
想』

第
72
号

◎
望
月
俊
孝

●｢

超
越
論
的
観
念
論
と
純
粋
経
験
説
の
立
場
―

カ
ン
ト
・
漱
石
・
西
田(

一)｣
『

文
藝
と
思
想』

第
72
号

◎
ス
ウ
ェ
ン
・
ホ
ル
ス
ト

●｢

シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル
ト
観
光
の
振
興｣
『

文
藝
と

思
想』

第
72
号

◎
吉
田

信

●｢

文
明
・
法
・
人
種
―｢

日
本
人
法｣

制
定
過

程
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら｣
『

東
南
ア
ジ
ア
―
歴

史
と
文
化』

37
号

◎
宮
崎
聖
子

●『

植
民
地
期
台
湾
に
お
け
る
青
年
団
と
地
域
の

変
容』

御
茶
の
水
書
房

●(

書
評)

｢

吉
川
真
美
子
著
二
〇
〇
七

『

ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―

適
正
手
続
き
と
被
害
者
保
護』｣

『

カ
テ
ィ
ン
グ
・

エ
ッ
ジ』

29
号

北
九
州
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

◎
松
沼
美
穂

●｢

兵
士
た
ち
の
フ
ラ
ン
ス
軍
団
―
ヴ
ィ
シ
ー
時

代
の
退
役
兵
士
運
動｣
『

思
想』

１
０
０
６
号

岩
波
書
店

●｢

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
の
植
民
地
住
民
の

法
的
地
位
に
関
す
る
予
備
的
考
察｣

『

文
藝
と

思
想』

72
号

●｢

競
合
し
つ
つ
共
存
す
る
帝
国
の
論
理
―
条
約

改
正
と
日
清
戦
争
に
み
る
フ
ラ
ン
ス
の
対
日
認

識
お
よ
び
そ
の
フ
ラ
ン
ス
帝
国
内
へ
の
反
響｣

『

財
団
法
人
福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
歴
史
学
・

地
理
学
助
成
報
告
書』

(

財
団
法
人
福
武
学
術

文
化
振
興
財
団)

平
成
19
年
度

●｢

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
の
イ
ン
ド
所
領
住

民
の
法
的
地
位
と
参
政
権
―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
と
植
民
地
支
配
の

関
連
を
め
ぐ
る
一
考
察｣

『

西
洋
史
学
論
集』

46
号

◎
張

艶

●｢

ア
ジ
ア
諸
国
間
の
株
価
連
動
性｣

『
文
藝
と
思

想』

第
72
号

●｢

中
国
マ
ク
ロ
経
済
変
数
の
非
定
常
性
と
Ｄ
Ｇ

Ｐ
の
構
造
変
化｣

『

経
済
学
研
究』

第
74
巻
第

４
号

●｢

中
国
の
株
式
市
場
の
発
展
と
実
証
分
析｣

『

国

際
政
経
論
集』

第
14
号
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●｢

中
国
経
済
の
安
定
と
構
造
変
化
―
韓
国
と
の

比
較
に
お
い
て｣

(

松
浦
克
己
氏
と
共
著)

『

経

済
論
叢』

第
32
巻
第
２
号

◎
一
階
千
絵

●｢

東
京
の
盛
り
場
と
女
相
撲｣

『

現
代
ス
ポ
ー
ツ

評
論』

第
19
号

平
成
二
十
年
度

国
文
学
科
卒
業
論
文
題
目

※[
]

内
は
指
導
教
員
名

平
安
時
代
の
詩
序
を
め
ぐ
っ
て
―『

本
朝
文
粋』

詩
序
文
を
中
心
に
―

赤
坂
み
な
み

[

月
野

文
子]

日
本
語
教
育
の
研
究
―
テ
形
接
続
の
習
得
に
関

し
て
―

天
本
由
加
里

[

川
野

靖
子]

��



宮
崎
県
諸
県
方
言
の
研
究
―
二
世
代
間
の
ア
ク

セ
ン
ト
の
実
態
を
中
心
と
し
て
―荒

武
さ
や
か

[

矢
野

準]

宮
澤
賢
治
の
研
究
―｢

オ
ツ
ベ
ル
と
象｣

の
主
題

と
は
―

家
入

彩

[

石
井

和
夫]

『

太
平
記』

の
本
質
―
九
州
の
合
戦
を
中
心
に
―

池
間

夏
子

[
今
井

明]

『

枕
草
子』

の
研
究
―
能
因
本
と
三
巻
本
の
本
文

再
検
討
―

井
上

尚
子

[

田
坂

憲
二]

中
世
文
学
と
怪
奇
現
象
―
人
の
与
り
知
ら
ぬ
と

こ
ろ
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
―

井
上
裕
美
子

[

今
井

明]

村
上
春
樹
研
究
―『

蛍』

か
ら

『

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森』

へ
―

井
上

里
沙

[

石
井

和
夫]

芥
川
龍
之
介
研
究
―｢

杜
子
春｣

を
中
心
に
―

岩
下

加
奈

[

石
井

和
夫]

明
治
初
期
漢
語
辞
書
資
料
の
国
語
学
的
研
究
―

『

布
告
必
用

漢
語
絵
字
引』

の
挿
絵
を
め

ぐ
っ
て
―

岩
見

由
佳

[

坂
本

浩
一]

『

源
氏
物
語』

の
研
究
―
斎
宮
女
御
と
玉
鬘
を
め

ぐ
っ
て
―

浦
本

恭
子

[

田
坂

憲
二]

『

宇
治
拾
遺
物
語』

の
構
想
―
固
有
説
話
を
中
心

に
―

江��

祐
美

[

今
井

明]

吉
行
淳
之
介
の
研
究

大
久
保
暢
子

[

石
井

和
夫]

節
用
集
の
研
究
―
近
世
節
用
集
の
系
統
関
係
の

調
査
―

賀
川
真
由
美

[

矢
野

準]

『
源
氏
物
語』

の
研
究
―
乳
母
と
乳
母
子
に
つ
い

て
―

古
賀
紗
知
子

[

田
坂

憲
二]

『

源
氏
物
語』
の
研
究
―
葵
の
上
と
光
源
氏
を
め

ぐ
っ
て
―

佐
藤

智
恵

[

田
坂

憲
二]

『

源
氏
物
語』

の
研
究
―
右
大
臣
家
の
政
治
的
位

置
―

佐
藤

瞳

[
田
坂

憲
二]

『

考
訂
今
昔
物
語』

の
国
語
学
的
研
究
―
井
沢
長

秀
の
編
纂
思
考
の
二
面
性
―

下
川

聡
美

[

坂
本

浩
一]

三
島
由
紀
夫

『

鹿
鳴
館』

進
登

祐
美

[

石
井

和
夫]

長
崎
方
言
の
社
会
言
語
学
的
研
究
―
壱
岐
市
地

域
に
お
け
る
地
点
別
・
世
代
別
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
―

末
永
真
美
子

[

坂
本

浩
一]

近
代
仮
名
表
記
研
究
―
小
出
粲
の
紀
行
文
を
中

心
に
―

��

山

優
希

[

坂
本

浩
一]

川
端
康
成
研
究
―『

禽
獣』

論
―

��

尾
美
由
希

[

石
井

和
夫]

近
世
に
お
け
る
武
士
像
―『

武
道
伝
来
記』

巻
四

の
一
を
中
心
に
―

田
代

喜
子

[

大
久
保
順
子]

現
代
日
本
語
の
研
究
―｢

よ
う
だ｣

｢

み
た
い
だ｣

｢

ぽ
い｣

｢

ら
し
い｣

｢

そ
う
だ｣

に
つ
い
て
―

爲
岡

美
咲

[

川
野

靖
子]

合
巻
の
会
話
資
料
性
に
つ
い
て
の
探
究竹

馬

菜
摘

[

矢
野

準]

道
真
の
漢
詩
に
み
え
る
意
識
―｢

天
浄
識
賓
鴻｣

詩
を
中
心
に
―

堂
園

智
世

[

月
野

文
子]

中
世
物
語
の
研
究
―『

と
り
か
へ
ば
や』

物
語
に

��



お
け
る
男
装
の
姫
君
の
可
能
性
―永��

由
紀

[

今
井

明]

室
町
物
語
の
研
究
―
身
を
や
つ
す
物
語
を
中
心

に
―

永
田

晶
子

[

今
井

明]

遠
藤
周
作
研
究
―｢

黄
色
い
人｣

を
中
心
に
―

仲
光
木
綿
子

[
石
井

和
夫]

『

源
氏
物
語』

の
研
究
―
文
と
人
物
造
型
の
関
わ

り
―

中
牟
田
朋
子

[

田
坂

憲
二]

『

湘
夢
遺
稿』

の
研
究
―｢

讀
源
語｣

詩
を
中
心

に
―

永��

紗
代

[

月
野

文
子]

『

落
窪
物
語』

研
究
―
道
頼
の
変
化
と
人
格
分
裂

に
つ
い
て
―

野
口

幸
子

[

田
坂

憲
二]

明
治
期
文
献
資
料
の
日
本
語
学
的
研
究
―
片
山

淳
之
介

『

西
洋
衣
食
住』

の
資
料
性
―

野
田
麻
由
香

[

坂
本

浩
一]

平
安
朝
和
歌
の
研
究
―
伊
勢
に
つ
い
て
―

花
房

亜
季

[

田
坂

憲
二]

宮
沢
賢
治
研
究
―｢

銀
河
鉄
道
の
夜｣

に
い
た
る

ま
で
―

樋
口

奈
央

[

石
井

和
夫]

中
世
の
武
士
像
―『

義
経
記』

の
義
経
像
を
中
心

に
考
え
る
―

廣
岡
佑
実
子

[

今
井

明]

平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究
―
潘
岳
の
詠
み
込
ま
れ

た
作
品
を
中
心
と
し
て
―

藤
巻

里
佳

[

月
野

文
子]

平
安
時
代
和
歌
の
研
究
―
壬
生
忠
見
と
そ
の
周

辺
―

古
川

春
香

[

田
坂

憲
二]

明
治
期
英
学
資
料
の
国
語
学
的
研
究
―
英
熟
語

辞
典
に
見
出
す
新
た
な
可
能
性
―細

江

琴
美

[

坂
本

浩
一]

夏
目
漱
石

『
夢
十
夜』

研
究

本
田

弘
子

[

石
井

和
夫]

日
本
語
教
育
の
研
究
―
学
習
者
の
作
文
に
み
ら

れ
る
指
示
表
現
の
誤
用
―

松
尾

知
美

[

川
野

靖
子]

泉
鏡
花
の
女
性
像
―
魔
の
正
体
―

松
下
亜
友
美

[
石
井

和
夫]

遊
女
と

『

梁
塵
秘
抄』

松
山

藍
子

[

今
井

明]

『

源
氏
物
語』

研
究
―
明
石
姫
君
の
宿
世
と
権
力
―

三
谷

香
織

[

田
坂

憲
二]

『

源
氏
物
語』

の
研
究
―
谷
崎
源
氏
の
本
文
と
変

遷
―

八
波

絵
理

[

田
坂

憲
二]

日
本
語
教
育
の
研
究
―
長
崎
に
お
け
る
地
域
語

教
育
の
た
め
の
教
材
作
成
―

山
本

尚
未

[

川
野

靖
子]

怨
霊
と
中
世
文
学
―
軍
記
物
語
を
中
心
に
―

��

武
美
由
起

[

今
井

明]

日
英
語
の
対
照
研
究
―
無
生
物
主
語
他
動
詞
文

の
使
用
実
態
―

米
原

多
紀

[

川
野

靖
子]

地
域
方
言
の
社
会
言
語
学
的
研
究

佐
上

綾
子

[

坂
本

浩
一]

吉
屋
信
子
の
少
女
小
説
研
究

江
藤

愛

[

石
井

和
夫]

中
世
女
流
日
記
の
研
究
―『

と
は
ず
が
た
り』

を

中
心
に
―

多
田
亜
友
美

[

今
井

明]

��




